３階建受水槽式アパート　水理検討書

申請者：給水　楽太郎

申請地：舞鶴市清水町2-2

地区整理番号：0120-0020 

１．設計条件　

3階建てマンション６戸（２ＬＤＫ）

　　　一戸当り3.5人、250㍑／人・日

　　　受水槽方式とするが、使用時間＝受水時間＝10時間とする

　　　設計水頭20ｍ

２．受水槽の容量

　　　一日計画使用水量は　3.5人×6戸×250ℓ/日＝5,250㍑／日＝5.25㎥／日

　　　受水槽必要量は一日計画使用水量の0.4～1日分であるため

　　　5.25㎥＊0.5＝2.625　＜　2.87より

受水槽容量＝3.0㎥（有効容量2.87㎥）とする

３．メーター口径の検討

　　　計画使用水量　5.25ｍ3／日　　　　　　　　　　　　 ⇒　φ13
　　　月間使用水量　5.25×30＝157.5ｍ3／月　⇒　　　　  ⇒  φ20
　　　同時使用流量　ＢＬ基準により76ℓ/分＝4.56㎥/ｈ   

　　　調整流量　　　5.25㎥／10時間≒0.6㎥/ｈ　　　　　 ⇒　φ13
　　　　∴適正メーター口径はφ20
４．各種損失水頭グラフによる給水管口径の検討

　　　0.6㎥/ｈであればφ13で流速2ｍ/sec以下となるが、メーターがφ20となるため

給水管口径をφ20と仮定して検討した

　　　　別紙計算表のとおり（計算表では立上高も１割増しているので安全側数値となる）

　　　　調整流量0.6㎥/ｈ　⇒　損失水頭2.18ｍ、立上高3.71ｍ

となり、ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ作動水頭5ｍを加算しても

設計水頭20ｍ　＞　所要水頭10.89ｍ　となり、給水管の口径はφ20で適当である。

５．換算延長による給水管口径の検討

　　　参考のため、換算延長による方法でも検討しておく

　　　実延長＝25.0ｍ(分水～受水槽)
換算延長＝32.3ｍ　　　　　　

	口径
	
	換算長

	20
	サドル付分水栓
	2.0ｍ

	20
	直結止水栓
	12.4ｍ

	20
	量水器
	8.0ｍ

	20
	ｴﾙﾎﾞ6ヶ所
	1.9ｍ

	20
	ボールタップ
	8.0ｍ

	
	
	計 32.3ｍ


計25.0＋32.3＝57.3ｍ

調整流量Ｑ＝0.6㎥/ｈ＝10ℓ/分

　　　ウエストン公式図表よりI＝25％0
　　損失水頭h＝25／1,000×57.3ｍ＝1.43ｍ

　　立上高3.71ｍ（配水管よりボールタップまでの高さ）

　　ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ作動水頭5ｍとすると

　　所要水頭1.43ｍ＋3.71ｍ＋5.0ｍ＝10.14ｍ

　　設計水頭20ｍ　＞　所要水頭10.14ｍ　となり、給水管の口径はφ20で適当である。

よって、本給水申請では給水管φ20、メーターφ20として計画する。
